
写真1. 治山事業地における通信環境導入のシステム構成

図1. 通信環境導入のイメージ（インターネット通信）

◆
は
じ
め
に

　
林
業
や
治
山
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

山
間
部
は
携
帯
電
話
な
ど
が
通
信
圏
外
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
連
絡
手
段
の
確
保
の
た

め
、
か
ね
て
よ
り
事
業
関
係
者
か
ら
通
信
環

境
の
整
備
に
関
す
る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
の
通
信
技
術
の
向
上
に
よ

り
、
建
設
現
場
な
ど
で
は
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

カ
メ
ラ
等
に
よ
り
撮
影
し
た
現
場
映
像
・

音
声
を
転
送
し
、
離
れ
た
場
所
で
現
地
確

認
、
立
会
等
を
行
う
「
遠
隔
臨
場
」
の
取

組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
林
業
の
現
場
で
も
、
こ
う
し
た
新
た
な

技
術
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

は
現
場
の
あ
る
山
間
部
に
お
け
る
通
信
環

境
の
確
保
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　
当
署
が
治
山
事
業
地
に
お
い
て
取
り

組
ん
で
い
る
山
間
部
の
通
信
環
境
の
確

保
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
通
信
環
境
の
確
保
の
た
め
の
実
証

　
実
証
を
行
う
治
山
事
業
地
で
は
、
冬
に
は

大
量
の
積
雪
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、一
時

的
な
設
置
や
撤
去
が
容
易
な
無
線
通
信
装
置

を
活
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
署
か

ら
遠
隔
で
現
場
確
認
等
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
図
1
、
写
真
1
）。

　
ま
た
現
在
は
、
ど
こ
に
無
線
通
信
装
置

を
設
置
す
れ
ば
通
信
が
速
く
な
る
の
か
な

ど
条
件
が
良
い
設
置
場
所
を
、
効
率
的
に

探
索
す
る
た
め
、
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
る
地

盤
情
報
や
、
通
信
事
業
者
の
協
力
に
よ
り

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
同
様
な
課
題
を
持
つ
と
思
わ

れ
る
多
く
の
機
関
、
企
業
等
に
参
考
に
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
現
地
説
明
会
等
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
2
、
3
）
。

参
加
し
た
企
業
等
か
ら
は
、
「
若
い
技
術

者
は
通
信
環
境
の
な
い
工
事
現
場
に
は
行

き
た
が
ら
な
い
」
な
ど
多
く
の
意
見
・
要

望
を
い
た
だ
き
、
人
材
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
中
、
通
信
環
境
の
確
保
は
切
実
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
取
組

　
富
山
県
で
は
、
現
在
、
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
会
社
、
林
業
会
社
、
南
砺
市
が
ロ

ー
カ
ル
5
G
を
林
業
の
現
場
に
導
入
し
、

高
感
度
カ
メ
ラ
で
安
全
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
林
業
機
械
を
遠
隔
操
作
し
て
木
材

を
搬
出
す
る
実
証
（
2
月
号
7
ペ
ー
ジ
参

照
）
な
ど
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
場
に
よ
っ
て
は
、
通
信
基
地

局
の
改
修
に
よ
る
通
信
可
能
エ
リ
ア
の
拡

大
や
光
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
な
ど
、
一
時
的

な
対
応
で
は
な
い
他
の
通
信
環
境
の
改
善

策
が
有
効
で
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
後
は
、
通
信
環
境
の
確

保
の
課
題
を
有
す
る
多
く
の
機
関
・
企
業

等
が
連
携
し
、
情
報
共
有
・
技
術
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
通
信
事
業
者
等
と
の
協

力
関
係
を
構
築
で
き
る
よ
う
、
繋
が
り
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
当
署
で
は
、
本
取
組
の
さ
ら
な
る
検
討

を
進
め
、
ス
マ
ー
ト
林
業
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
全
体
へ
の
展
開
に
貢
献
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　富山森林管理署は、富山県のほぼ中央に位置する
富山市に所在し、県内全域を管轄しています。この
うち4市4町に所在する10万5千haの国有林・官行
造林を管理しており、富山県内の森林面積28万5千
haの約37％を占めています。
　管内の国有林は、ブナ等の天然林が5万7千ha
（55％）、スギ等の人工林が2.4千ha（2％）、山岳
地帯等が4万5千ha（43％）となっており、その多く
は、富山県東部の急峻な北アルプスの山岳地帯に
位置し、重要な水源地であるとともに、自然景観に
優れていることから中部山岳国立公園に指定される
など登山や自然観察等のレクリエーションの場と
して毎年多くの方が訪れています。
　一方、剱・立山連峰にある花崗岩地帯は崩壊地等
が多く存在しており、治山事業を積極的に推進して
います。

管内概要

中部森林管理局 富山森林管理署

通信圏外の山間部における
通信環境の確保の取組

富山森林
管理署
●

富山森林
管理署
●

▲
鳶山
▲
鳶山

常願寺川地区
民有林直轄治
山事業

常願寺川地区
民有林直轄治
山事業
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写真2. 使用した無線通信装置と現地説明会の様子

写真3. 通信端末を操作している様子
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通信圏外の山間部における通信環境の確保の取組

所 在 地 富山県富山市黒崎字塚田割591-2
区 域 面 積 424,758ha

うち 森林面積 285,277ha

国 有 林 野 面 積 104,532ha（国有林野率37％）
うち 官行造林面積 1,004ha

管轄区の関係市町村 10市４町１村
富山市、高岡市、魚津市、氷見市、滑川市、黒部市、砺波市、小矢部市、
南砺市、射水市、上市町、立山町、入善町、朝日町、舟橋村

富山署：基礎データ

　本治山事業地は、富山県南東部の立山カルデラに隣接し、「日本三大崩れ
（山岳崩壊）」の一つとされ、1858年に飛越地震により発生した「鳶山崩れ」
の南西に位置しています。
　基岩は著しく破砕されており、過去に集中豪雨による土石流等が度々発生
し、下流域に多大な被害を及ぼしました。
　山腹崩壊地の森林への再生と渓岸侵食の拡大抑止を図る治山事業を推進
するため、平成９年度から富山署が民有林直轄治山事業を実施しています。
　今回の実証は、本治山事業地で行いました。

Column. 常願寺川地区民有林直轄治山事業
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